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はじめに                 
 

 

（１）提言にあたって 
 
私たちの生活は急激な経済発展により、物質的に豊かで快適なものとなりましたが、一

方で地球温暖化、大気汚染、水質汚濁、ゴミ問題等様々な環境問題を引き起こすこととな

りました。また、浦安市は埋め立て地が大部分を占め、水辺などの自然環境を生かしたう

るおいのある環境形成、都市景観づくりが大きな課題となっています。 

 

当提言では、環境への過大な負荷を改善し、豊かな環境を次世代に引き継ぐとともに、

うるおいのある生活環境を創り出していくために、問題点や課題を抽出し、解決のための

基本的方向性、具体的な解決策を指し示すことが出来たのではないかと自負しております。 

 

29名の市民委員が「地球環境や身近な環境保全」、「環境形成(水と緑)」、「都市景観」の

３つのテーマに分かれて、鋭意検討してきました。その中で、今後10年間で暮らし・環境

をよくするためには、市民として単にサービスを受ける立場に終始するだけでなく、市の

運営に積極的に係わりを持ち、行政と市民が“協働”で運用していくことが重要であるこ

とが必要であると認識いたしました。 

そこで、「協働による環境マネジメントのしくみづくり」や、市民一人ひとりの環境に対

する意識を高め、行動に結びつける「環境学習・環境教育」のあり方についても検討を深

めました。 

 

今回の提言は市民委員各位の“熱い思い”を反映した内容となっており、この内容を市

と協働で推進していくことにより、「安らぎとうるおいのある暮らし・環境」を、次世代に

引き継げるものと確信しております。この提言内容を真摯に受けとめ、浦安市第 2期基本

計画に反映されることを期待いたします。 

 

 

（２）暮らし・環境分野の目標、将来像 
 
暮らし・環境分科会では、暮らし・環境分野の目標を次のように定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

協働で創り、育み、引き継ぐ 

「安らぎとうるおいのある暮らし・環境」 
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（３）提言のあらまし 
 

①地球環境や身近な環境の保全 

 

【目標・将来像】 

豊かな環境を次世代に引き継ぐために、具体的なアクションを起こそう！ 

 

【基本的な考え方】 
 

●地球温暖化、省エネルギー、新エネルギー 
・IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の第 4次報告書では、温室効果ガスの排出など
人間の社会活動が20世紀半ば以降の温暖化の原因になっていると指摘し、地球上の全て
の大陸と海洋がすでに温暖化の影響を受けていると明記している。我が国では、1990年
比 6％削減の京都議定書の目標達成も厳しい状況にあり、中長期的な温室効果ガス削減
目標も具体的方策も示されていない。その中で東京都では、「東京から国を変える」とポ
スト京都議定書を見据えて 2020年までに 25％削減(2000年比)の目標を掲げた東京都気
候変動対策方針を示し、具体化をはかっている。いずれこの流れは、その他の主要都市、
中小の都市にも波及するものと考えられる。 

・浦安市でも温室効果ガス削減の取り組みを進めてきたが、削減目標が市の施設等に限定
されており、その目標達成さえも厳しい状況にある。これからの10年が地球に未来を決
める。浦安市でも温室効果ガスの排出量削減に向けた行動を加速・加重する必要がある。 

●廃棄物 
・清掃工場でのごみ焼却によって排出される焼却灰はごみ総量の約１割に達し、その半分
は他県にて最終処分しており、依存している状況にある。また、ごみの焼却に伴う温室
効果ガス排出量は、市公共施設から排出される総量の約７割を占めているため、温室効
果ガス削減の面からもごみの削減が必要である。これまで、浦安市では、主として“ご
みの減量”を中心に対策を講じられてきたが、市民の自主的な取り組みに頼るだけでは
抜本的な解決は難しく、生ごみの再資源化、容器包装系ごみのリサイクルなど総合的な
対策を進める必要がある。 

●大気環境、水質環境、その他生活環境 
・水質環境の面で改善が必要な地域（堀江川・猫実川流域等）では、下水道の整備や未接
続世帯の解消、周辺住民を巻き込んだ浄化対策を進める必要がある。また、化学物質や
大気汚染物質による環境リスクについても適正に管理されなければならない。具体的に
は、浦安市におけるPRTR法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の
促進に関する法律）対象化学物質の排出量は増加傾向にあり、法に基づいた実態の把握、
管理強化が望まれる。さらに、浦安の発展により、交通の流れや大気汚染の状況も変化
しており、変化に対応した監視体制の構築とその対策が必要である。 

 

【特に提言すること】 
 
●地球温暖化防止を加速・加重する 
・市内の温室効果ガスの算出の仕組みを早期に構築 
・市民、事業者、行政共通の削減目標の設定と具体的な取り組みの開始 
●ごみ（特に焼却量）の大幅な削減をめざし、ごみ問題の抜本的な解決をはかる 
・生ごみの再資源化の推進、容器包装系ごみのリサイクルの検討 
●身近な環境の改善、及び環境リスクの低減をはかる 
・協働による堀江川・猫実川の水質浄化の開始 

・化学物質の管理強化、交通量等の変化に対応した大気汚染監視体制の構築
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②環境形成（水と緑） 

 

【目標・将来像】 

水と緑のふるさと わが浦安 

 

 

【基本的な考え方】（★：キーワード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【特に提言すること】 
 

●「（仮称）水と緑の会議」の設置（協働による「水辺と緑・公園のグランドデザインづくり」）（早急に） 

水と緑･公園
の重点施策 
 

・「河川・海岸線と緑地・公園」のグランドデザインを検討する場の設置 

・「緑の基本計画」を再検討し、新たに「水と緑の基本計画」を策定する。 

・計画段階からの市民参加と恒常的な協働の原則 

 
●「市民等と行政の協働の原則」（浦安独自の協働によるマネジメントシステムの確立） 
 

協働の取り組み 
（各主体の役割） 

市 民 ： ＰＤＣＡサイクルのすべての段階への責任ある積極的参加。 
（社会的公共性の視点での参加意識。） 

行 政 ： 市民参加の基での恒常的な検討の場の設置。 
（コーディネート、関連機関との調整。徹底した情報公開、広報、
パブリックコメント。市政への反映。） 

【緑地・公園】 
緑・花の回廊 

（市民が創る森、緑と花の道） 
①豊富な緑空間の創出 
★森の中の浦安（市域全体が緑豊かな、ひとつの公園のような

まちへ、緑あふれる海浜都市） 

★欧米都市並みの緑地量確保 

★旧江戸川堤、海岸堤、工業ゾーンの緑化 

★緑と花の回廊づくり（道沿いグリーン・ガーデンの推進など） 

★外部空間への配慮（宅地内や店先の緑化） 

★第二湾岸道路予定地のグリーンベルト化 

★緑空間の高質化、創出 

★緑の量・質、維持管理体制、緑化活動の検討 

 

②質の高い緑づくり 
★四季･地域性を感じる緑化 

★緑の質の維持管理体制の充実（財源の確保など） 

★緑化活動のネットワーク化（花や緑に関心を持つ人の輪をひ

ろげる） 

 

③魅力ある公園づくり 
★特色ある公園作り（シンボルツリー、プレイパークなど） 

★防災、防犯面に考慮  

★公園管理における市民と行政の協働（里親、自治会など） 

 

④自然体験のできる緑づくり 
★市内に森作り（公園の一部、境川河口）（市民の手による苗

づくり） 

★ビオトープの創出（自然体験・環境学習） 

★緑教育、食育（教育の一環としての農園、田んぼ） 

【水辺環境】 
水辺ルネッサンス 

（水辺を市民の手に取り戻す） 
①河川・海岸線のグランドデザインづくり 
★治水と環境の両立 

★水と緑が一体となった水際線の遊歩道 

★三番瀬 ★舞浜海岸（三枚洲の陸側） 

★観光資源（ドック：境川河口・鉄鋼団地、 

海産物の流通拠点：堀江ドック・浦安魚市場） 

 

②水に親しめる水辺環境整備 
★市民が水辺に近づきやすくする 

★景観を考えた河川整備（境川・見明川） 

★水辺の利用・親水性についての協働での検討 

 

③自然の生態系を大切にした水辺環境整備  
★汽水域（河川と海がまじわる場所）の特性を活かす  

★海浜性植生の再生 

★浅瀬・湾処（ワンド）の設置（旧江戸川、見明川） 

★干潟的環境・ビオトープの創出 

 

④水辺環境を活用した環境学習 
★境川  ★ビオトープ  

 

⑤河川の水質浄化 
★下水道未接続世帯の解消  ★取水、植生浄化 

★市民の意識向上による水質浄化 

 

⑥三番瀬の保全･整備・利用  
★三番瀬のあり方を協議する場づくり 

★三番瀬を活かした公園の整備、環境学習 

★生態系に配慮した護岸整備  ★利用のルール作り 
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③都市景観 

 

【目標・将来像】 
 

安心して住み続けたくなる街をめざして、浦安としての特長を活かし、 

どこの街にもない美しい絵になる街の景観をつくる。 

 

 

【基本的な考え方】 
 

・「景観」の視点を「街づくり」をはじめとし、あらゆる施策に反映していく。 

 

・「景観」施策は、市民と行政が協働で取り組むことを基本姿勢とする。 

 

・ゾーンとゾーン内の景観的特長、ふれあいと美しい景観、生活環境を求めていく。 

市全体の共通目標を持ちつつ、ゾーンの特性を踏まえたメリハリある景観づくりを進め

る。 
元町―にぎわいと憩いの景観をつくる  

中町―みどりあふれる、ふれあいのまちの景観をつくる 

新町―海に出会える、楽しく集える景観をつくる  

工業―電車など外からみてデザインのある景観をつくる  

アーバンリゾート―市民も遊びに来た人も、歩きたくなる景観をつくる 

 

・美しくデザインされた、ゾーンとゾーン内の特長に調和するよう美しくデザインされ

た建物をつくっていく。（具体例：奇抜さや過度なデザインを強調しない。裏表のある

建物や視界・日差し・空気を大きく遮る建物は建てない。面する道路とバランスがと

れた高さの建物を建てる。） 
 

・すべての街が四季豊かで個性的な植栽、安全で緑の多い公園･道路をつくっていく。 

 

・水辺に親しむ空間づくり、水辺に映える景観を考える。 

 

・市民が積極的にゾーンとゾーン内の景観･美化の向上に取り組む。 

 

 

【特に提言すること】 
 

●地区計画や建築協定などの景観面にも配慮した街づくりのルール化の推進と、屋外広告

物規制条例や都市景観に関する条例などの施行･運用をはかる。 

●行政の景観担当責任組織を設置する。 

●事業者に対して理解と協働を求める。 

●景観教育の創出。 

●協働で取り組む場（景観委員会）としくみをつくる。
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④協働による環境マネジメントのしくみづくり 

 

【目標・将来像】 

市民・事業者・行政の協働による、 

浦安市独自の環境マネジメントのしくみをつくる。 

 

 

【基本的な考え方】 
 

・現在、浦安市は市関連施設内の環境マネジメントのために ISO14001を取得しているが、

環境行政については別のマネジメントのしくみで運用されており、非効率的な運営にな

っている。また、浦安市の環境の取組みに対する市民の参加も限定的である。 

 

・そこで、現在、別々の形で動いている環境マネジメントシステムを一つに統合して効率

化をはかることが重要である。また、市民・事業者も参画し、PLAN（環境に関わる目標・

計画作り）→DO（目標達成のための計画推進）→CHECK（実績評価）→ACT（実績が目標

を下回った場合の対策）の各フェーズに関われる協働のしくみを作って行きたい。 

 

・そのためには、ISO14001の考え方を参考にしつつも、ISO14001認証維持には拘らない、

市民・事業者・市の協働による浦安市独自の環境活動・環境行政に対するマネジメント

システムを作っていく必要がある。 

 

・一方、浦安市内の事業者にも、ISO14001やエコアクション21、環境配慮指針などに基づ

く環境マネジメントシステム構築を促進してもらうよう、普及に努めていくことも重要

である。 

 

 

【特に提言すること】 

 
●環境マネジメントシステムの対象の拡大 

・新しい環境マネジメントシステムの対象は市関連施設の環境活動だけでなく、環境行政

全般を対象とする。 

 

●PDCA各フェーズへの市民・事業者の参画 

・このマネジメントシステムのPDCAの各フェーズに対して、市民・事業者が積極的に参画

できるように配慮する。 

 

●検討委員会の早期設立 

・浦安独自の環境マネジメントのしくみを検討する、行政、市民、事業者、有識者からな

る検討委員会を早期に設立する。 
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⑤環境学習・環境教育 

 

【目標・将来像】 

互いに学びあい、環境創造・環境改善につながる 

環境学習・環境教育を進める。 

 

 

【基本的な考え方】 
 

・私たちが快適な暮らし（効率性、利便性）を追求した結果として、温室効果ガスや廃棄

物の排出量の増加、身近な生き物の減少といった環境問題に直面している。こうした問

題を解決するために、行政や企業に頼るだけでなく、私たち自身が、日々の暮らしに深

く関わり、家庭で、地域で、職場で問題解決に進んで取り組むことが大切になっている。 

 

・このようなことを背景に、2003年7月に「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育

の推進に関する法律（環境保全活動・環境教育推進法）」が作られた。この法律は、行政

のみならず国民、事業者、民間団体が積極的に環境保全活動に取り組むために、環境教

育を推進して環境の保全についての国民一人ひとりの意欲を高めていくことを目的にし

て、各主体の役割を明確にしている。さらに、2006年 12月に改正された教育基本法で

は、教育の目標 5項目の一つに「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する

態度を養うこと」が具体的に取り上げられた。また、県では「千葉県環境学習基本方針」

が広く県民の意見を取り入れながら、2007年内の策定を目指して見直しされている。 

 

・国や県の動きを考慮しながら、浦安市においても自ら進んで環境問題の解決に取り組む

人材を育てていくことが大切である。 

 

 

【特に提言すること】 
 

●環境学習・環境教育の基本方針の検討 

・小中高等学校における総合的な環境教育や、身近な施設（公民館、図書館、郷土博物館、

公園）や自然環境（三番瀬・ビオトープ等）を活用した環境学習を進めるために、環境

学習・環境教育の基本方針を検討する。 

 

●「（仮称）環境学習支援センター」の設置に向けた検討 

・浦安市の環境学習・環境教育を推進するための協働の場として、また、環境学習・教育

の人材や情報を提供するために「（仮称）環境学習支援センター」の設置に向けた検討を

する。 

 



   暮-7 

 
 
 
 
 
 
 



   暮-8 

（４）暮らし・環境分科会の検討経緯について 
日程 概要 

第1回 
平成18年 

9月23日（土） 

・今後の分科会の進め方と市民会議提言書のイメージについて 

分科会のテーマと取り組み課題の整理 

第2回 10月28日（土） 

・「第1回暮らし･環境分科会での意見・提案の整理【たたき台】」を

もとに、意見・提案を追加しながら、検討を深めるべきテーマ（具体

的な小テーマ）を整理 

・今後の分科会における検討の進め方の整理 

第3回 11月25日（土） 

・「全般／環境保全／廃棄物対策」についての市のプレゼンテーショ

ン（情報提供） 

・小テーマの内容整理と今後深めていく点の確認 

第4回 12月17日（日） 

・「環境形成（緑・公園整備）／都市景観」についての市のプレゼン

テーション（情報提供） 

・小テーマの内容整理と今後深めていく点の確認 

第5回 
平成19年 

1月27日（土） 

・「環境形成（水辺環境）」についての市のプレゼンテーション（情

報提供） 

・小テーマの内容整理と今後深めていく点の確認 

・第６回以降のテーマ別グループ編成について 

第6回 2月24日（土） ・テーマ別グループで、中間報告の「たたき台」を確認・修正 

まちあるき 3月11日（日） 
【浦安まちあるき】の実施 

・午前の部：公園と水辺の視察 

・午後の部：元町まちあるき（歴史的景観資源の視察） 

第7回 3月17日（土） ・テーマ別グループで、中間報告の「たたき台」を確認・修正 

第8回 4月14日（土） ・中間報告の取りまとめ 

 5月12日(土) 【中間報告会】 

第9回 5月26日(土) ・最終提言のとりまとめイメージ、進め方について確認 

第10回 6月23日(土) ・最終提言のまとめ 

臨時 6月30日(土) ・提言書の「はじめに」の構成について検討 

第11回 7月21日(土) 
・ 最終提言のまとめ 
（全体構成や各グループの提案内容の確認、目標・将来像の検討） 

第12回 8月25日(土) 
・分科会としての提言をまとめと、最終確認 
（暮らし・環境分野の目標、将来像や環境学習について全体討議） 

 9月29日(土) 【最終報告会】 
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１．地球環境・身近な環境保全 
 

（１）地球温暖化、省エネルギー、新エネルギー 
 

【目標、将来像】 
地球温暖化を防止するために、省エネルギーや新エネルギー利用

について具体的な取り組みを進める。 
 

 

【現況と課題】 
 

●地球温暖化対策の加速が必要 

・地球温暖化や異常気象など地球環境問題は、最近は目に見える形に変わってきているため、対策

の加速・加重が必要。 

●温室効果ガスが増加している 

・京都議定書の目標を達成するためには、平成20年から24年の間に、温室効果ガスを平成２年と

比べ６％削減する必要がある。市内全域の電気や都市ガスの使用量は人口増加とあいまって増加

しており、温室効果ガスの排出状況は増加していると考えられる。公共施設から排出される温室

効果ガスも増加傾向にある。 

●温室効果ガスの削減目標が市の施設等に限定されている 

・浦安市でも温室効果ガス削減の取り組みを進めてきたが、削減目標が市の施設等に限定されてお

り、その目標達成さえも厳しい状況にある。 

 

 

【取り組みの基本的方向】 
 

①浦安独自の温室効果ガス削減目標の設定                 
 

・家庭や事業所から排出される温室効果ガス排出量を算定するしくみを早期に構築し、市民、事業

者、行政共通の削減目標を定めて、温室効果ガスの排出量削減に向けた具体的な取り組みを開始

する。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民・事業者の役割 ・温室効果ガス排出のデータ収集（環境家計簿をつけるなど） 

行政の役割 

・家庭や事業所から排出される温室効果ガス排出量を算定するしくみ

の構築 

・具体的な目標の設定（全市の目標が難しければ、市民１人当たりの

排出量でもよい） 
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②省エネルギーの推進                         
 

・エネルギーを浪費するライフスタイルを見直すために、現在進めている“もったいない運動”の

輪を広げていく。 

・環境アクションプラン（クリーンエネルギービジョン及び環境配慮指針）に準拠したライフスタ

イルの改革、省エネルギー対策を、市民・事業者に普及、啓発していく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・環境配慮指針へ協力をする。 

・省エネ機器（照明、エコキュート等）の設置を進める。 

事業者の役割 
・環境配慮指針へ協力をする。 

・商業施設やオフィスで、省エネ機器の設置を進める。 

行政の役割 

・市民へ環境配慮指針の普及・徹底をはかる。 

・市民が自分で目標を決め、楽しく取り組めるようなしくみをつくる。 

（例えば、エコマネー、エコファミリー制度など） 

・エコドライブの普及 

・一般家庭への省エネ型機器の啓発・普及 

・環境に配慮した建築物の普及・促進をはかるために、建築物環境配

慮制度導入の検討 

 

 

③新エネルギー利用の促進                        
 

・太陽光、風力、天然ガスなどの新エネルギーの利用を促進するために利用助成を充実させるとと

もに、効果的な情報提供を進める。 

・小中学校等の環境教育と関連づけて、新エネルギーの導入を進める。 

・新エネルギーの助成をすべて税金でまかなうのではなく、東京電力で行っている「グリーン電力

基金」のような基金を検討する。 

・クリーンで再生可能な新エネルギーの利用を進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 ・新エネルギー（太陽光、風力、天然ガス等）の利用を進める。 

事業者の役割 ・新エネルギー（太陽光、風力、天然ガス等）の利用を進める。 

行政の役割 

・新エネルギーを利用するとどのくらいＣＯ2削減に効果があるのかわ

かるように、助成を受けた先の効果などを示してＰＲする。 

・戸建て住宅だけでなく、マンション管理組合に対する太陽光発電の

設置助成や、建設・改築時に指導などを進める。 

・低公害車（エコカー）などを普及させる。 

・グリーン電力基金等を活用した公共施設への太陽光発電の導入 
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（２）廃棄物 
 

【目標、将来像】 
資源循環型社会をめざして、ごみの発生を抑えるとともに、ごみ

（特に焼却量）の大幅な削減を進める。 
 

 

【現況と課題について】 
 

●さらなるごみの減量の必要性 

・クリーンセンターから排出される温室効果ガスが、市の公共施設から排出される温室効果ガスの

約７割を占めていることから、ごみの焼却量を減らすことが重要。 

・最終処分を県外に依存しているため、ごみの減量が必要である。 

●家庭系ごみの減量・再資源化が必要 

・各世帯から、多くの生ごみが排出されている。包装紙やパックのごみも多い。現在はプラスチッ

ク系廃棄物の分別はしていないが、分別して収集する場合は、リサイクルルートを確立する必要

がある。 
●ごみの不法投棄・ポイ捨てがある 

・ごみの分別マナーが悪化している。特に単身者向けのアパートやマンションで見受けられる。 

・河川（堀江川・猫実川等）や公園に不法投棄されているごみを減らしたい。 

 

 

【取り組みの基本的方向】 
 

①ごみの発生を抑える                         
 

・ごみとなるものを家庭に持ち込こまず、スーパーや商店等では簡易包装等を進め、家庭から出る

ごみの発生を抑える。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・マイバックを携帯して、レジ袋を使わない。 

・簡易包装等、環境に配慮した店を選んで買い物をする。 

・イベントごみを削減する。 

事業者の役割 
・簡易包装を推進する。 

・レジ袋を有料化するなどして、マイバック持参を奨励する。 

・イベントごみを削減する。 

行政の役割 
・過剰包装をしない環境に配慮したお店をエコショップ等として認定 

・イベントごみを削減する。 

・ゴミ処理費用の有料化を検討する。 
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②ごみの再資源化の推進                        
 

・燃えるごみの大きな割合を占めている、生ごみの再資源化を進める。 

・容器包装リサイクル法の対象品目となった「紙製容器およびプラスチック製容器包装」の再資源

化に検討していく。 
・新聞、雑誌、ダンボールなどは燃えるごみに混ぜないよう分別を徹底する。 
【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 ・ゴミの分別回収に協力する。 

行政の役割 ・生ゴミ堆肥化センターの企画・設立をはかる。 

協働での取り組み 

・生ゴミの再資源化システムの確立のため、協働で検討する。 

 （生ゴミを堆肥として再資源化し、近郊の農家が引き取って有機野菜

栽培に活用し、その有機野菜を市民に還元するリサイクルシステム

を構築する。） 

・庭木の剪定くずの堆肥化 

・容器包装系ごみの適正なリサイクルを進めるため、協働で検討を開

始する。 

（プラススチック系ごみについては、リサイクルをすることが、反

対に環境負荷をかけることがないように環境影響評価を行うこと

が重要） 

 

 

③まちの美化・滞在者のごみ対策の推進                  
 

・アーバンリゾートのイメージに沿ったごみのないまちにするために、行政と市民による美化運動

を推進する。 

・共同住宅を中心にごみ出しのルールを徹底するとともに、ごみのポイ捨て、ごみの持ち去り等に

ついて規制・啓発を強化する。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 ・ゴミ出しのルールを徹底する。 

行政の役割 

・ゴミ出しのルールのＰＲを進める。 

・路上喫煙禁止について条例で規制する。 

（散乱防止条例を改正して、特に駅周辺などの人通りの多いところを

特定エリアに指定して路上喫煙を禁止する。当面罰則は設けず、と

ころどころに喫煙場所を設けて標識を設置するというソフトの手

法も併用する。） 
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（３）大気環境、水質環境、その他生活環境 
 

【目標、将来像】 
市民が、安心して暮らせる生活環境（大気・水質・騒音・地盤等）

を維持する。 
 

【現況と課題】 
 

●交通量等の変化により大気汚染の状況も変化している 

・浦安は発展過程にあり、千鳥地域の流通基地化、温泉施設の開業、大規模マンション開発等によ

り交通量等が変化しており、それにより大気汚染の状況も変化している。 

●河川の水質悪化、下水道未整備区域への対策 

・浦安市でほとんど下水道が整備されているが、一部未整備区域が残っており、これが堀江川、猫

実川の水質悪化・悪臭の一因となっている。 

●生活騒音、光害等の生活公害の発生 

・最近は、マンション内での騒音問題やカラス・猫によるごみの散乱など、生活環境に関する問い

合わせが多い。 

・光害等の問題も出てきている。 

●温泉等による地盤沈下の懸念 

・最近建設された温泉施設による地盤沈下の影響は測定されていないが、将来への対策としてモニ

タリングをきちんとしていくべき。 

●羽田空港の新規滑走路供用開始による航空機騒音 

・羽田空港の新規滑走路の供用開始により、航空機騒音の影響を受ける恐れがある。 

●ヒートアイランド現象の発生 

・冷暖房による排気熱や、アスファルトからの照り返しにより、気温が郊外に比べ高くなるヒート

アイランド現象の影響がある。 
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【取り組みの基本的方向】 
 

①大気汚染対策の推進                         
 

・大気汚染の主な原因である自動車の排気ガスを減らすために、首都圏域の自治体や国、県等と連

携して、自動車（通過交通・渋滞）の排気ガス対策を進める。 

・交通量等の変化に対応した大気汚染監視体制の構築と対策を進める。 
・市民の車利用を減らすために、公共交通を充実させ、自転車利用を促進する。また、幹線道路の
構造の工夫、低公害車の普及により、大気汚染の発生を抑制する。 
・浦安市における PRTR法対象化学物質の排出量は、近年増加傾向にあるため、有害物質の監視体

制を強める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・市内移動はできるだけ公共交通機関（バス）や自転車を利用して、

マイカーの使用を抑制する。 

事業者の役割 
・開発にあたっての十分な駐輪場の確保 

・自転車駐輪場の無料券を配布する。 

行政の役割 

・状況に応じて、大気汚染の定点観測地点を見直す。 

・お散歩バスの充実 

・自転車が通りやすい道路の整備 

・幹線道路の沿道緑化 

・将来第二湾岸道路を整備する際には、地下化を検討する。 

・低公害車への助成 

・エコドライブの普及 

・PRTR法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の

促進に関する法律）に基づいた有害物質の排出実態の把握、管理強

化及びリスクコミニケーションの実施の検討 

 

 

②河川の水質改善の推進 ※２．環境形成（水と緑）「⑤河川の水質浄化(21ページ)」参照      
 
・河川（特に堀江川・猫実川）の水質改善を進めるために、下水道未整備区域における下水整備を

進めるとともに、下水道整備区域における未接続世帯を解消する。 

・近隣住民（自治会・小中高等学生等）を主体とした、持続的・効果的な河川の水質改善を進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・未処理の生活排水をできるだけ河川に流さない。 

・下水道整備区域では下水道への接続を進める。 

行政の役割 
・未処理の生活排水を河川に流さないよう、市民に対するＰＲを強め

る。 

・下水道未接続世帯に対する働きかけを継続的に実施 

協働での取り組み 
・堀江川、猫実川の周辺住民とともに‘蛍の飛び交う川’を目標に持

続的な浄化活動を展開する。 

・浄化活動の浄化効果の評価を行う。 
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③騒音・振動・地盤沈下対策の推進                      
 

・羽田空港の新規滑走路が供用開始により、騒音による被害が発生しないように、国などの関係機

関に働きかける。 

・地盤沈下の規制を条例化するとともに、監視体制の充実をする。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 ・市の施策への協力 

事業者の役割 
・地盤沈下対策として、揚水量、地下水位、地盤沈下量を自主的に監

視して、定期的に行政へ報告する。 

行政の役割 
・羽田空港の航空機対策を継続的に国に働きかける。 

・地盤沈下の規制を環境保全条例に盛り込む。 

・第二期埋め立て地への測定ポイントの設置を関係者に働きかける。 

 

④身近な生活環境改善の取り組みの推進                 
 

・騒音、臭気、振動、光害等、身近な生活環境で発生している問題について、市独自の取り組みを

実施する。 

・市独自の取り組みとして、規制を強化するだけでなく、インセンティブを与えて事業者の協力を

得て進められるソフト的な取り組みも進める。 

 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・近隣の生活環境に配慮した生活を心掛ける。 

・市の施策への協力 

行政の役割 
・騒音、臭気、振動等の規制を環境保全条例に盛り込む。 

・光害防止について、市民に協力を要請する。 

 

 

⑤ヒートアイランド対策の推進                        
 

・ヒートアイランドを防止するために、海辺緑化、公園緑化、建物の屋上や壁面緑化など緑化を進

めるとともに、透水性舗装などにより道路の保水性を高める。 

・二次利用水などによる打ち水などのイベントを実施して、ヒートアイランド現象に対する市民の

関心を高める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割・事業者 ・建物の屋上や壁面緑化、駐車場の緑化を進める。 

行政の役割 

・海辺緑化、公園緑化を進める。 

・透水性舗装を進める。 

・二次利用水などによる打ち水イベントなどを実施する。（夏場にお

ける駅前ショッピング街、団地内の広場など） 
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２．環境形成（水と緑） 
 

【目標、将来像】 
水と緑のふるさと わが浦安 
 

【特に提言すること】 
 

●「（仮称）水と緑の会議」の設置（早急に） 

（協働による「水辺と緑・公園のグランドデザインづくり」） 
水と緑･公園
の重点施策 
 

・「河川・海岸線と緑地・公園」のグランドデザインを恒常的に検討する場の設置 

・「緑の基本計画」を再検討し、新たに「水と緑の基本計画」を策定 

・計画段階からの市民参加と恒常的な協働の原則 

 
 

●「市民等と行政の協働の原則」 

（浦安独自の協働によるマネジメントシステムの確立） 
 

協働の取り組み 
（各主体の役割） 

市 民 ： ＰＤＣＡサイクルのすべての段階への責任ある積極的参加 
（社会的公共性の視点での参加意識） 

行 政 ： 市民参加の基での恒常的な検討の場の設置 
（コーディネート、関連機関との調整。徹底した情報公開、広報、パ
ブリックコメント。市政への反映。） 

 

 浦安市独自の協働によるマネジメント 

＜ 協働によるＰＤＣＡサイクル（水と緑の会議） ＞  
 ＰＬＡＮ  

  ＜計画策定における市民等と行政の協働＞ 

計画段階から市民等が参加し計画を策定 
( 水と緑の会議：水と緑の基本計画の策定 ) 

・現状分析、課題、目標の共有 
   ・計画づくりでの市民等と行政の協働 

・市民等と行政の役割分担 
 

 
A C T                        ＤＯ 

＜ 評価に基づく修正・対応 ＞                ＜実行段階でも市民等と行政の協働＞ 
      評価に基づく実施計画の修正            実施計画の策定・各主体の役割分担 
        ・実施プロセスの修正                              ・実施プロセスの共有 
            ・根本的な対応が必要な場合は                      ・各主体の役割分担の確認 
             解決を協議                              ・評価基準の共有 

              ↓                         ↓ 
                    計画への反映                    実   行 

 
ＣＨＥＣＫ  

 ＜目標の達成状況のチェック・評価＞ 

市民等と行政による相互評価＋外部評価 
・事業の相互評価 行政 ⇔ 事業実施者（市民等） 

↓  評価の公開 
・市民全体による評価、外部評価 

             ↓   
・課題の抽出、市経営全体の中での評価 



   暮-17 

（１）水辺環境 

 

【目標、将来像】 
水辺ルネッサンス（水辺を市民の手に取り戻す） 

 

【現況と課題について】 
●計画段階から市民と行政の連携が必要 

・近隣住民、各市民会議、行政との円滑な連携による河川・海岸線、緑地・公園に関する計画を協

議する場がない。 

・市民会議での検討事項を市長に提言後、どの様な形で「計画段階から市民と行政が連携していく

か」を考える必要がある。 

・三番瀬の埋め立て計画が白紙撤回された現在、埋め立てありきの都市計画を見直す必要がある。

（2008年２月都市計画変更予定） 

・三番瀬が市民に開放されると、不特定多数の利用が想定されるので利用のルールづくりが必要で

ある。 

●防災面での不安 
・浦安市の河川は、都市河川であり、防災面を重視し、治水機能を強化する必要がある。 

●観光資源として水辺環境が活かされていない 

・浦安市は三方海に囲まれているが、観光資源として活かされていない。 

・鉄鋼団地や境川沿いにあるドックは、水辺の観光資源としての可能性があるのではないか。 

●市民が水辺に触れられる環境整備が必要 

・境川は、再整備されたにもかかわらず、鎖がかけられており、水辺に近寄れない。 

・水に触れられるだけでは親水性とはいえない。水に触れて何をするかという目的が大切である。 

●河川の水質浄化（堀江川、猫実川、境川） 

・堀江川、猫実川、境川は特に水質を改善するべきである。堀江川は、ＢＯＤ（生物化学的酸素要

求量）がかなり高い。 

・自然環境を取り戻し、市民が水に触れられるようにするには、水質を浄化する必要がある。 
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【取り組みの基本的方向】 
 

①河川・海岸線のグランドデザインづくり                  
 

●市民と行政の協働による河川・海岸整備計画    

●治水と環境を両立し、魅力ある水辺空間の整備   

 

・市民、行政、関連機関、専門家が協働で、河川・海岸線並びに緑地・公園のグランドデザイン

（水際線の一体的な遊歩道のデザイン、三番瀬や（仮称）舞浜海岸（三枚洲の陸側）の保全と

改善 等）を検討する場（「（仮称）水と緑の会議」）を設置し、「緑の基本計画」を再検討し、新

たに「水と緑の基本計画」を策定する。 

・水辺の自然環境と共に、都市河川であるため、治水機能や安全性に配慮した、水辺空間の整備

を進める。 

・河川、海岸線などの水資源を観光資源としても捉え、魅力ある水辺空間づくりを進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・河川・海岸線並びに緑地・公園のグランドデザインを検討する場（「（仮称）

水と緑の会議」）に参加する。 

行政の役割 

・「（仮称）水と緑の会議」を発足させ、事務局を設ける。 

・遊歩道のデザイン等の検討は、近隣住民のみならず、市民に広く意見を聞き

ながら検討を進めていく（早急に）。 

・水と緑が一体となった水際線の遊歩道の整備計画を策定する（３年後までに）。 

・水際線等のホームレス対策を強化する（早急に）。 

協働での取

り組み 

・市民、行政、関連機関が協働で、恒常的に、河川・海岸線並びに緑地・公園

のグランドデザインを検討する場を設ける（早急に）。 

・将来像、目標値を「水と緑の基本計画」で策定する。 

・国、県、市、市民等による三番瀬や（仮称）舞浜海岸（三枚洲の陸側）の保

全、改善の協議の場を設ける。 

・河川の整備について、市民と行政が協働で協議する場を設ける。 

・鉄鋼団地にあるドック、境川河口にあるドック、浦安の資産としての海の恵

みである海産物の流通拠点（堀江ドック・浦安魚市場）について、関係機関

との協議による、フィッシャーマンズワーフのような観光の視点も含めた親

水空間づくり 
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②水に親しめる水辺環境整備                      
 

●市民が水辺に近づきやすくする   

●水際線の一体的な遊歩道の整備   

●景観を考えた河川整備       

 

・市民が水辺に触れ合える環境づくりとして、階段式護岸による水辺空間整備等を進める。但し、

水辺の利用には個人の安全に対する責任が伴うため、親水性とは何かという協議を市民と行政が

協働で行う必要がある。その中で護岸管理者の責任と利用者（市民）の自己責任を明確にする。 

・浦安の外周の遊歩道は、水と緑が一体となった水際線の遊歩道の整備をする。 

・見明川沿いの桜並木や元町の風情など、河川沿いの景観や河川周辺の地域特性を取り入れた水辺

空間整備を進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 ・市民一人ひとりが安全に対する責任を持って水辺を利用する（早急に）。 

行政の役割 

・川辺、海辺の遊歩道の舗装は、自然素材を用いる（３～５年後を目標に）。 

・堀江橋等で分断されている浦安外周の遊歩道の連続性づくり 

・見明川沿いの桜並木を活かした遊歩道による水辺空間整備（５年～１０年後までに） 

・境川における水辺空間のあり方を検討するにあたり、危険区域や市民開放予

定区域等の情報を事前に公開する。 

・境川については、東水門から東京湾の区間は、ハゼ釣りや散策ができるよう

な親水性のある河川整備 

・マリンレジャーが楽しめる環境整備の検討 

協働での取

り組み 

・親水性とは何かという議論を市民と行政が協働で協議する場を設ける（早急に）。 

・市民の意見を取り入れた水辺空間（例：境川）の利用のルールづくり（早急に）。 
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③自然の生態系を大切にした水辺環境整備                
 

●自然の生態系や植生に配慮した河川整備 

 

・汽水域（河川と海がまじわる場所）の生態系を大切にし、近隣住民の望む植生だけではなく、海

浜性植物を用いた河川整備を進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 

・近隣住民の望む植生（芝生など）だけではなく、海浜性植物などを用いて、

自然の生態系を創出していく（早急に）。 

・干潟を活かした、旧江戸川と見明川の合流部における自然環境再生 

・生態系に配慮した護岸整備 

 

 

 

●動植物が棲めるような水際線の整備 

 

・旧江戸川や見明川に浅瀬や湾処（ワンド）を設置、浜辺形態による（仮称）舞浜海岸（三枚洲の

陸側）の整備によって、動植物が棲めるような水際線にしていく。 
 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 

・浅瀬、湾処（ワンド）の設置による旧江戸川の自然環境再生 

・浅瀬、湾処（ワンド）の設置による、見明川の多自然型河川整備 

・浜辺形態による舞浜海岸の自然環境の再生 

・護岸整備には玉石以外の自然素材を用いる。 

 

 

 

●ビオトープによる自然生態系の再生、創出 

 

・干潟的環境を取り入れたビオトープによる自然生態系の再生を進める。 

・緑道には、市民と行政が計画段階から協働でビオトープを創出し、親水空間の整備を進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 
・市民と行政が計画段階から協働で、市民が親しみやすいビオトープの検討

を進めていく仕組みをつくる（早急に）。 

・スケールの大きいビオトープを創出 

協働での取り

組み 

・水と緑が一体となったビオトープの創出 

・実験的に葦原、海浜植物を再生 
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④水辺環境を活用した環境学習                        
 

●境川、ビオトープを活用した環境学習 

 

・境川、ビオトープなど市内にある水辺環境の歴史、文化、生態系について学習できる場、体験で

きる場の整備や、水辺環境を活用した環境学習を学校教育及び市民に普及させる。 

 

 

 

 

⑤河川の水質浄化 ※１．地球環境・身近な環境保全「②河川の水質改善(14ページ)」参照                         
 

●下水道未接続世帯への対策 

 

・下水道整備や未接続世帯に下水道の接続を働きかけ、下水道普及率を100%にすることによって、

堀江川、猫実川の水質浄化を進める。 
 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 ・下水道に接続する。 

行政の役割 

・下水道未接続箇所を、税金を使って整備していくことには不公平という考

え方もあるが、融資・補助制度を充実させることにより下水道への接続を

促進する。 

・下水道の接続に市民が消極的である箇所に対しては、市が積極的に整備に

取り組む 

協働での取り

組み 
・下水道整備による水質改善（５年～１０年後までに） 

 

 

 

●市民の意識向上による、市民とともに取り組む水質浄化 

 

・行政のみならず、市民も水質浄化に対する意識をもつよう、市民の意識啓発を進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

協働での取り

組み 
・水質浄化について、市民と行政が協働で検討をする場の設置 

 

 

 

●取水、植物・生物浄化によってきれいな水を流す 

 

・旧江戸川からの取水や、植物・生物を増やすことによって、堀江川、猫実川の水質を浄化し、水

辺環境の再生を進める。 
 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 
・旧江戸川からの取水による堀江川、猫実川の水質浄化 

・植物・生物の増加による堀江川、猫実川の水質浄化 

協働での取り

組み 
・栄養分（チッソ、リン）を吸収する植物（葦など）の植えつけと刈り取り。 
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⑥三番瀬の保全・整備・利用                      
 

●三番瀬の保全・利用のルールづくり 

 

・三番瀬の生態系を保全するために、市民、関連行政、関連機関の協働による「三番瀬の自然を

活かした公園の整備」、「生態系に配慮した護岸整備」、「市民利用のルールづくり」など、浦安

市が推進母体となった「三番瀬のあり方を協議する場づくり」を進める。 

・環境学習施設を拠点にした市民活動等によって三番瀬の保全・利用のルールを守っていく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 

・浦安市が推進母体となって、県や広域自治体を動かし、三番瀬のあり方を関

連行政機関、市民等が協働で検討する場を設ける。 

・安全、安心、親水に配慮した三番瀬沿岸の護岸整備 

・三番瀬の自然を活かした公園の整備 
協働での取

り組み 

・関連行政機関、市民等の協働による三番瀬の保全・市民の過度な利用を規制

するルールづくり（早急に） 

 

 

 
●三番瀬を活用した環境学習 

 

・三番瀬の歴史、文化、生態系について学習できる場、体験できる場の整備や、三番瀬を活用した

環境学習を普及する。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 ・三番瀬を活用した海辺の歴史、文化、生態系を学習、体験できる場の整備 

協働での取

り組み 

・三番瀬を活用した環境学習を市内小中学校に広げる。 

・「自然・環境学習指導員」の育成 
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（２）緑地・公園 
 

【目標、将来像】 
緑・花の回廊（市民が創る森、緑と花の道） 
 

【現況と課題について】 
 

●緑の地域格差・一人あたりの緑地の減少 

・マンションやショッピングセンターなど大規模施設の駐車場等の開発によって緑が減少している。 

・工業ゾーンは、緑が少ない。 

●樹木の管理不足 

・浦安市は埋立て地であるため、埋立て初期にかなりの樹木を植えた。時間が経過し、植替えや環境

に適さない樹種を変更するなど、植栽計画の見直しが必要である。 

●市民と行政の協働をさらに進めるべき 

・市は、市民の協働に対して積極的に取り組む必要があるので、市民の意見を最大限尊重しながらも、

保全すべきもの（海浜性植物等）は残すことを行政は主張するべきである。 

●緑の質の向上が必要 

・緑の質の向上に関して、市と市民が考え方を共有し、具体策や目標を明確にするべきである。 

・緑は増加しているが、四季や地域特性が感じられない。 

●魅力ある公園が少ない 

・利用者が少なく、暗く、閉鎖的で、防犯面からも危険な公園や、維持管理不足の公園がある。 

●自然に近い緑、体験できる緑が少ない 

・市内には、団地、ＰＴＡ、中学生が共同で野菜を栽培して、野菜を収穫する喜び、育てる喜びを得

ている農園があるが、まだまだ少ない。 
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①豊富な緑空間の創出                          
 

●森の中の浦安／●樹木の保存 

 

・工業ゾーンの緑の拡大、旧江戸川堤や海岸堤の緑化、生垣等の推進などによって、欧米諸都市並み

の緑地量を確保し、市域全体が緑豊かな、ひとつの公園のようなまちにする。 

・開発による緑の減少を食い止め、「緑あふれる海浜都市」になるよう、樹木マップを作成し、今あ

る樹木を保存または、移植をする。 

・上記のためには、財源の確保や県など関連行政との連携を図る。 

・また、市民、行政、関連機関、専門家が協働で、緑地・公園並びに河川・海岸線のグランドデザイ

ンを検討する場（「（仮称）水と緑の会議」）を設置し、「緑の基本計画」を再検討し、新たに「水と

緑の基本計画」を策定する。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・緑地・公園並びに河川・海岸線のグランドデザインを検討する場「（仮称）

水と緑の会議」に参加する。 

企業等の努力 
・大規模商業施設やマンション等の駐車場の地下化による跡地緑化の推進（東

西線の地下化というアイディアも出された） 

・工業ゾーンの緑の拡大（壁面緑化等） 

行政の役割 

・「（仮称）水と緑の会議」を発足させ、事務局を設ける。 

・旧江戸川堤や海岸堤を緑化し、元町の公園として整備する。 

・緑地の確保目標量を欧米諸都市並みに引き上げる（将来的には、欧米並に

緑被率を30%程にする）。 

・元町地区の防災用地、空き地を緑化し大きな公園を確保する。 

・年月の経った樹木を保存、または移植をして残していく。 

協働での取り

組み 

・屋上緑化 

・生垣等の推進（塀やフェンスのないまちにする） 

・市内にある樹木を把握できるよう、樹木マップを作成 

 

 

 

●緑の花の回廊づくり（道沿いグリーン・ガーデンの推進など） 
 

・市民が外部空間に配慮する気持ちを持つことによって、道路沿いの宅地の緑化、店先緑化の推進、

里親制度の普及等を進め、市内の水と緑が繋がっていくような、緑の回廊づくりによる歩いていて

美しいまちにする。 
 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・道路沿いの宅地の緑化 

・市民が外部空間に配慮する気持ちを持ち、自宅の庭などを緑化 

行政の役割 
・道路沿いの宅地の緑化の支援 

・緑化に対する助成 

・第二湾岸道路予定地のグリーンベルト化 

協働での取り

組み 

・里親制度の普及 

・道路と宅地の境界に、植木や花を植えるルールづくり 

・店先緑化の推進 
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●緑空間の高質化・創出 
 
・街路樹の剪定を業者に任せっぱなしにしたりせず、市民自らが、行政と協働で緑空間の高質化（「四

季性」「地域性」「維持管理体制」「緑化活動のネットワーク化」）について、恒久的に協議する場を

設置する。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 
・遊歩道のデザイン等の検討は、近隣住民のみならず、市民に広く意見を

聞きながら検討を進めていく（早急に）。 

・水と緑が一体となった水際線の遊歩道の整備計画を策定する（３年後までに）。 

協働での取り

組み 

・緑の質の向上について、「（仮称）水と緑の会議」で検討する（計画をつ

くり、実行に移すために、住民が２年任期で市と協議・協働する場を設

け、各期の実施状況を住民自らが評価する）。 

・将来像、目標値を「水と緑の基本計画」で策定する。 
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②質の高い緑づくり                          
 

●四季・地域性を感じる緑化 
 
・街路樹の下に四季を感じる草花を植えたりして、浦安市全域で四季が感じられる緑化を進める。 

・浦安の木・花を、浦安らしさを感じられるシンボルとして、保全・普及させる。また、市内の５つ

の地域（元町、中町、新町、アーバンリゾート、工業団地）ごとに自然環境や地域特性に適した緑

を植えていく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 
・街路樹を環境に適した樹種に変更 

・地域ごとのシンボル樹木・花の検討 

協働での取り

組み 

・自然環境や地域特性に適した緑の創出と市民による苗の育成・供給体制

の確立 

・地域特性を考え、海岸線の一部に市民の手でフェニックスの苗を植え、

育てながら、並木道をつくる。 

 

 

 

●緑の質の維持管理体制の充実 
 
・都市の中にある緑は、維持管理に人手、人件費がかかるため、緑の保守管理に予算を確保すると共

に、緑の質を高めるための組織や人材を育てていく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 
・新たな財源による植栽管理費の確保（例えば、固定資産税の一部、環境

対策税の創設（大規模娯楽施設に来場する車から排気ガス対策費の徴収）

などの提案が出された） 

協働での取り

組み 

・緑の質の評価基準の設定（緑の質の尺度を設定して、市と市民が協働で

緑の質を高める工夫をすると、緑の質に対する意識が高まる） 

 

 

 

●緑化活動のネットワーク化（花や緑に関心を持つ人の輪をひろげる） 
 
・市民活動団体などで緑化活動をしている人のネットワークを構築して、市民同士が協働で緑と花の

量、質を向上させていく。また、市民の自主的な緑化活動に対する行政支援を充実させる。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・自分の住む家の周りをきれいにする。 

・花や緑を介して、地域の人と人が交流をはかる。 

行政の役割 ・花・木のアドバイザー・コーディネーターの登録、紹介システムづくり。 

協働での取り

組み 

・市民対象の「ボランティアガーデナー養成講座」の実施 

・オープンガーデン制度の普及（個人宅の庭、大規模マンションごとに緑

地開放する） 

・花のコンクール、ガーデニングコンテスト 

・街路樹の管理を市民が自ら行うしくみづくり 

・公園などの里親のネットワーク化（交流）の推進 
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③魅力ある公園づくり                         
 

●特色ある公園づくり 

 

・地域住民と市が協議をして、シンボルツリーや地域独自の花を植えたり、子供が外で遊ぶ機会が増

えるようプレイパークを設けて、特色のある公園づくりを進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

協働での取り

組み 
・地域の木と花を決めて、公園に個性を持たせる。 

 

 

 

●防災・防犯面に考慮した公園づくり 

 

・防災拠点とする公園、防災拠点としなくて良い公園の位置づけを明確にした上で、公園のデザイン

等を検討していく。また、防犯面に考慮した公園づくりも進めていく。 

 

 

 

●市民の意見を取り入れた公園づくり 

 

・市民参加による公園の整備、維持管理は、市民と行政が協議をする前に、市民同士で話し合いをす

る。行政は市民の意見を最大限尊重しながらも、画一的な公園を増やさないように、海浜性の植物

等を保全するなど地域性を考慮した公園づくりを提案するべきである。市民は、公園づくりのみな

らず、維持管理についても考える必要があり、ＰＤＣＡサイクルの全段階への参加と協働の視点が

大事である。 

 

 

 

●公園管理における市民と行政の協働 

 

・自治会等と市との連携、また、シルバー世代や市民ボランティアの活用による公園の維持管理を進

めると共に、市民に行政との協働による公園の維持管理に対する意識を向上させる。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・自治会等による維持管理 

・シルバー世代や市民ボランティアによる維持管理・植栽 

協働での取り

組み 

・市民による公園の管理成果についての表彰制度、広報。また、市民と行

政の協働に対する意識を向上させる。 

・里親制度の普及 
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④自然体験のできる緑づくり                       
 

●市内に森づくり 

 

・芝生公園のみならず、様々な動植物が棲めるようなまとまった緑（30m四方程度の森）を公園の一

角など、市内に点在させる。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 ・30m四方程度の森用地を市内にいくつか確保する。 

協働での取り

組み 

・公園の一部に森をつくる。 

・境川の河口に森を整備 

・浦安の場所に適した植物による森づくり 

・森を創出する苗を市民の手で育てるシステムづくり 

 

 

 

●ビオトープの創出 

 

・自然体験や環境学習ができるよう、河川、海岸線沿いに水と緑が一体となったビオトープを創出す

る。 

 

【具体的取り組みの提案】 

協働での取り

組み 

・見明川、旧江戸川、三番瀬などの沿岸に緑と水が一体となったビオトー

プを創出 

 

 

 

●環境学習の推進 

 

・緑教育、食育の場として小中学生が元気になれるよう、市内に農園・田んぼを整備する。また、中

高年の方がボランティアとして農園・田んぼの管理に携わる。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 ・学校教育と連携して市内に農園・田んぼを整備 
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３．都市景観 
 

（１）浦安の景観づくり 
 

【目標、将来像】 
安心して住み続けたくなる街をめざして、浦安としての特長を活か

し、どこの街にもない美しい絵になる街の景観をつくる。 
 

【現況と課題】 
 

●地域ごとの特長をいかしたまちづくりに合った景観づくりを進める必要がある 

・浦安市は住宅地が中心であり、それぞれが特長をもつ元町・中町・新町ゾーンや、TDRに代表され
る来訪者が中心のアーバンリゾートゾーン、働く人が中心の鉄鋼団地と流通関係の工業ゾーンから

成る「モザイク都市」である。 
・建物や街並みによる景観について、市民で認識が共有できていない。 
●市の地理的特性を踏まえた、緑と景観のあり方を考える必要がある 

・浦安市は三方を海で囲まれ、市内中心を境川が流れる水辺に恵まれた環境を持つ一方、およそ２／

３が埋立地で坂と緑が少なく、森や林等の自然の緑が少ない。 

・景観に重要な緑の活用が不十分であり、地理･環境条件や季節、景観･防災などの目的に合った緑（樹、

花）を考える必要がある。 

●水辺の景観を考える必要がある 

・四方が海と河川に囲まれた景観は観光資源だが、市民と水辺の接点がない。 

・水辺空間の修景整備が進んでいる箇所もあるが、取り組む余地は多く残されている。 

・境川沿いに道路と家々が建ち並んでおり、川沿いを緑化する用地がない。 

●道路の景観を考える必要がある 

・東西方向、南北方向の幹線道路の景観への配慮が不十分である。 

・高速道路の高架下が殺風景であり、生活安全上も問題がある。部分的にはネットを張るなどの対応

をしている場所もあるが、高低差等があるため、活用しづらい。 

●公共建物の景観を考える必要がある 

・景観形成が比較的実現しやすい公共建物は、その周辺の景観づくりを牽引する役割を担うため、特

に景観に配慮する必要がある。 

●まちなかに景観がよくない場所がある 

・自動販売機が至る所に設置されているのは、都市景観上課題である。 

・道路上の看板や、河川のゴミ、廃船など、景観上見苦しい場所がある。 
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【取り組みの基本的方向】 
 

①各ゾーン及びゾーン内の特長を踏まえた協働による景観づくりの推進        
 

・市全体の共通目標を持ちつつ、元町、中町、新町の各ゾーン、工業ゾーン、アーバンリゾートゾー

ンの特性を踏まえたメリハリある景観づくりを進める。 

注：工業ゾーンについては、「鉄鋼・流通ゾーン」とすることがまちのイメージから望ましい。 

・景観委員会をはじめとする全ての取り組みは、市民・事業者・行政の各主体が協働で行う。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 

・各ゾーンとゾーン内の望ましい景観についての認識を共有するよう

に努める。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・まちを歩いて街並みなどの景観を評価し、各ゾーンの“ら

しさ”とは何かを考え、景観に対する考え方を市民が共

有する。 

・今後建設されるマンションについて、ふさわしい景観と

は何かを考え、考え方を市民が共有する。 

行政の役割 

・行政の景観担当責任組織を設置する。 

・ゾーンの特性を踏まえて景観に関する施策を展開していく。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・次のような点を重視して施策を推進する。 

・道路や街並み、生活環境に新しい「浦安らしさ」をつ

くっていく。 

・場所の視点（陸から、海から）、他の分野の視点（緑、

防犯等）を踏まえた取り組みを行う。 

・四季のあるみどりと人工物とが調和した美しい景観を

つくる。 

・市全体の景観委員会で都市景観面のマネジメントのしくみをつく

る。また各ゾーンやより小さな地区の単位の景観委員会では、その

マネジメントを動かしていくしくみをつくる。委員としては、市民、

行政(市、県)、事業者の代表（商工会議所、まちの企業など）、外

部専門家が参加する。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・景観の整備計画や評価、施策の展開（優先整備地区等）、 

ガイドライン、景観法の活用、条例等を検討する。 

・市全体や各ゾーン、より小さな地区の単位に適した景観のガイドラ

インをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・ゾーンごとの景観も含めた街づくりの指針（街並みのル

ール、マンション建設にあたってのガイドライン《例：

色、広告･看板、“裏側”を作らない建築計画》など）を

つくる。 

・重要な地区を指定して、優先的に良好な景観の形成をはかる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・景観法に基づく景観地区を指定し、建物高さの最高限度

などを定め、良好な景観を形成していく。 

・積極的に建物や広告物の景観形成に取り組む景観モデル

地区の位置づけや外観のルール等の内容、助成等の支援

策を定める条例をつくる。 

※景観委員会での検討内容等のイメージの詳細は、43ページの表を参照。 

 

 

 

 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 
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②水辺と沿岸の景観づくりの推進                    
 

・浦安の観光資源として河岸･海岸の整備や流域開発を進め、都市景観の向上をはかる。 
 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 

・境川や旧江戸川などの区域ごとに施策を展開するしくみをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・市民が参加する協議会等を立上げ、施策について検討。 

・水辺基本計画を策定し、目標を明確にする。 

・三番瀬活用のルールをつくる。 

・水辺に親しむ場所の整備を進める。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・海と川の緑道整備等の水辺空間の創出。（例：ウオーキン

グロード、旧江戸川から三番瀬まで水際を連続して通り

抜けられる空間） 

・護岸の景観のあり方を市民とともに検討する。 

 

 

 

③緑を活用した景観の形成                       
 
・浦安市を緑に囲まれたパークシティにしていく。 
 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 

・緑を増やすように取り組む。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・コミュニティオープンガーデンをつくる。 

・カーシェアリングを行い、駐車場を増やさず、代わりに

緑地を増やすように努める。 

・並木の根本に共存する花の潅木を植える。 

行政の役割 
・地区ごとに適した緑による特色ある景観づくりを進める。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・地区ごとに適した花や樹木の研究と、その植樹を進める。 

・オープンガーデンのコンテストや表彰を行う。 
 

 

 

④道路や沿道の景観づくりの推進                    
 

・市を東西方向又は南北方向に三分するシンボルロード･やなぎ通り、中央公園通り、若潮通り、大三

角線を、市の景観の軸となる道路として位置づけ、ふさわしい景観を形成・誘導していく。 

・高速の高架下を安全で魅力的な空間にしていくための調整を国と行っていく。 
 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 

・景観に配慮した道路の整備、維持･改善をはかる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・電線･電柱の地中化や街路樹等の緑の育成、周辺建物と照

明等も含めた一体的なデザインを実施する。 

・国が管理する高速高架下の景観、有効利用について調整

をはかる。 

・道路上の看板や自転車等の設置、駐輪のルールを強化し、

徹底する。 

・道路を大切にする里親制度を実施する。 

・地元町会等の組織だけでなく、道路に面している事業所

や商店が参加して道路沿道の景観を検討する協議会の立

上げを支援する。 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 
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⑤公共建物周辺の景観づくりの推進                   
 

・防犯や防災に強くシンボル性のあるデザインがなされた公共建物をつくっていく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・施設の計画づくりに参画する。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・地域に合ったイメージ案を提案（懸賞金付）するなど、

公共建物デザインづくりに参画する。 

行政の役割 

・景観に配慮した公共建物を整備する。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・ガイドライン（建物高さ、安全性、縁化率、防犯･防災）

や市内の公共建物の共通イメージをつくる。 

・場所に調和するコンセプトを持って植栽をつくる。 

・景観の視点からの公共建物の評価と維持･改善を行う。 

・街路樹などの緑を育成する。 

・公共建物の改築･メンテナンス等にあたり、色や形状等の

景観に関わる変更がなされる場合は、市民に充分な説明

を行う。また市民と共に公共建物の評価と維持を行う。 

 
 
 

⑥集合住宅の良好な景観の形成                     
 
・街の中で目立つ大きな景観の要素となることを踏まえて、景観形成と美観維持の方策について検討

していく。 

 
【具体的取り組みの提案】 

市民･事業者の役割 

・海辺の街にあった新町の集合住宅の景観をつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・リゾートビーチをイメージした建物外観のカラーコーデ

ィネイトや樹木の手入れを行う。 

・敷地内の空地を活かした緑の景観をつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・緑と花のふれあいのスペースづくり。 

・緑の質の向上。 

・まちの美化の活動に取り組む。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・ゴミゼロ運動や、違法駐車･駐輪をしない･させない運動

などの住民参加の活動を行う。また活動を支援するしく

み（例:参加者のポイントを組合が管理する）をつくる。 

行政の役割 

・中高層住宅の景観ルールづくりを進める場としくみをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・景観規制について管理組合と意見交換を行う。 

・美観維持についての管理組合の規約作成を支援する。 

・高さや緑化率等のルールを検討する。 

・海に面したマンションは高さを低く抑える。 

 
 

 

 

 

 

 

 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 
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⑦美化・景観に対する市民意識の向上                  
 
・広告物、自動販売機、河川のゴミ、案内板･ネオンサイン等について、景観面から問題のある箇所を

あらい出し、規制を含め改善方法を検討する。 
 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 

・水辺、道路、まちなかで美化に取り組む。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・自治会、事業者、商店、市民による清掃活動や花の手入

れ、景観面で街を汚しているものの点検の実施。 

・広告、看板等についてのルール（色、サイズなど）の検

討と、その遵守。 

・景観教育･環境教育に取り組む。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・水辺やまちの景観の価値を学び、住み続けたい景観のあ

り方を考える。 

・愛着の持てる道路景観づくりに参画する。 

・景観教育による美化意識の向上（例：ベスト･ワースト10

の場所を挙げる）と条例等のルールづくりの検討に参画

する。 

行政の役割 

・市内の美化を進める場としくみをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・市民と行政の美化に取り組む会議や組織を立ち上げ、定

期的な街の汚い箇所のチェックと改善、評価に基づく美

化活動を支援する。 

・地域で作る（景観委員会の一部である）地域景観推進グ

ループのまちの景観面の向上についての活動を支援す

る。 

・市有地の未利用地の美化に取り組む。 

・屋外広告物規制条例の制定による看板やのぼり旗、自販

機の指導等を行う。 

・市民参画による景観教育のあり方、推進方策の検討を行

う。 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 
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（２）ゾーンごとの景観づくり 

 

1)元町ゾーンの景観づくり 
 

【目標、将来像】 
にぎわいと憩いの景観をつくる。 

 

【現況と課題】 
 

●土地改良事業未実施区域と実施区域でまちの特徴が異なる 

・元町地区は、高齢者にも若い人（学生･若いサラリーマン）にも便利なまちである。 
・土地改良事業未実施区域の古いまち（当代島や猫実などの元々の集落）と、実施区域の新しいまち

（北栄、富士見など）が混在している。 
・両区域とも緑が少なく、旧江戸川の堤防が高いことによる閉ざされた感じを改善する工夫が必要で

ある。 
●土地改良事業未実施区域 

・土地改良事業未実施区域の古いまちは、部分的にはマンションや独身寮があるが、浦安市の原点で

ある。フラワー通り周辺には維持したい“ほっとする”界隈の様子や雰囲気がある一方で、駅前や

境川周辺ではそれにふさわしい景観の整備が必要である。 

・生活道路の整備にあたっては、景観に配慮する必要がある。 

●土地改良事業実施区域 

・土地改良事業のほか、浦安駅前は区画整理事業を実施しており、区画はある程度整っている。 

・浦安駅前の区画整理事業済み区域は、再整備に当たって景観に配慮する必要がある。 

 

注）「土地改良事業」 

昭和 35年ごろからはじまった地盤沈下のため、耕地の自然排水が困難となり、水田は泥沼化し、作付
けが不可能となってきた。 

  そのため昭和 39年に猫実・当代島に北部土地改良区が、昭和 40年に堀江に「南部土地改良区」がそ
れぞれ設立され、土地改良事業が実施された。（区域は、46ページの現況・課題の図を参照） 
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【取り組みの基本的方向】 
 

①土地改良事業未実施区域のにぎわいと憩いの場としての計画的な整備と誘導  
 

・かつての浦安を偲ばせる街並みなど、元町の雰囲気に合った景観の形成を、建替えの促進や防災など

の面も踏まえながら進めていく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民・事業者の役割 

・まちの景観のビジョンや整備計画づくりに参画する。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・歴史や景観を学び、ビジョンに基づいた整備計画に参画

する。 

・にぎわいと憩いの場を意識した、家や店をつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・店に、散歩の時に集まれるようなスペースをつくる。 

・ブロック塀でなく、生垣や植物をはわす金網など、安全

で小さなスペースを活かした緑化を行う。 

行政の役割 

・まちの整備計画をつくり、整備を進める。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・整備計画を策定･推進する一方で評価を行い、よりよい整

備を進めていく。 

・市有地（市公社所有地）を活用した整備を進める。 

・生活道路の整備に合わせて、生活道路周辺の計画的な景観整備（緑

化など）を進める。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・土地の買い上げによる道路拡幅を進める際に、景観に配

慮した整備を行う。 

・街路樹などの緑を育成してよい景観をつくる。 

・フラワー通りと境川を一体化した地域を保存地域として

設定し、フラワー通りと境川両河岸の周回遊歩道を整備

する。 

 

 

 

②土地改良事業区域の現在の街並みの維持、保全             
 

・浦安駅周辺は、駅前にふさわしい計画的な整備をはかる。 

・浦安駅周辺以外では、現在の街並みを維持･保全していく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・駅前の美化に取り組む。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・住民による駅前美化運動。（駐輪 タバコ 空き缶等） 

行政の役割 

・浦安駅周辺の再整備に合わせて景観面の整備を誘導する。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・景観形成拠点に位置づけて、駅周辺の整備に取り組む。

やなぎ通り沿いの再整備にあたっては、道路と建物のバ

ランスを考慮したルールを定めて誘導する。 

・浦安駅前の区画整理事業区域の再整備にあたっての地権

者の協力が得られる取り組みを行う。 
 注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 
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2)中町ゾーンの景観づくり 
 

【目標、将来像】 
みどりあふれる、ふれあいのまちの景観をつくる。 

 

【現況と課題】 
 

●緑が多く美しいまちが、年月を経て建替えにより変化しつつある 

・今後建替えが集中する成熟したまちであり、美浜･富岡･入船のような高層等の共同住宅が目立つ区

域と、海楽･東野･弁天・今川・舞浜 2,3 丁目のような戸建住宅地の区域に大きく分かれる。コンク
リートの建物と豊かな緑の街並みが特長である。 

●戸建住宅地の景観が変わりつつある 

・建て替えで、これまで街並みを作ってきた生垣がブロック塀に変わったものも多い。 

・戸建住宅地に新町の人も利用するような店舗が立地しつつある。 

・今川１、４丁目の京葉線沿いの地域では、南側より高い建物が建っているため、周囲と比べて 

建物の高さがばらばらなことが目立っている。 

●集合住宅の景観 

・建替え時期が近いマンションも増えつつある。 

・中高層住宅で看板等の美しくないものがある。・大規模団地の管理組合で美化活動が取り組まれてい

る。 

 

【取り組みの基本的方向】 
 

戸建住宅地の価値と美観の維持                     
 
・まちのビジョンを共有し、これまで形づくられてきた緑豊かな戸建住宅地を維持･保全していく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 

・中町における戸建住宅地のビジョンを共有する。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・戸建住宅地の価値を確認し、美観を評価する。 

・緑豊かな街並みを維持する。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・道路に面した部分はブロック塀でなく、生垣や植物をは

わす金網などとし、花の手入れをするボランティア活動

のしくみをつくる。 

・まちの美化の活動に取り組む。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・公園や道路の清掃に地域が参画する。（アパート管理者も

含む） 

行政の役割 
・街並みの維持･保全に係る、法律・条例に基づく活動を確実に行う。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・地区計画を地区単位の景観委員会で検討していく。 

・増改築に伴う違法建築のチェック 
 注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 
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3)新町ゾーンの景観づくり 
 

【目標、将来像】 
市民が海に出会える、楽しく集える景観をつくる。 

 

【現況と課題】 
 

●整備されているインフラと景観規制 

・新町地区は浦安の埋立地の中でも最後に開発されたこともあり、特にマリナイースト地区ではシン

ボルロードの整備や、電線の埋設などインフラが整っており、それに見合う形で高洲地区も含め景

観も比較的良好に保たれている。 

・整備された地区がほとんどだが、これから開発が予定されている地区も残されている。 

●まちのにぎわいや温かみに欠けている 

・海から見た風景は護岸が見栄えを悪くしており、景観についての配慮が必要である。 

・総合公園や商業施設の整備が進んでいるが、今はにぎわいがほとんどない。にぎわいをめざした景

観をつくっていくことと、落ち着いた住宅街との共存が課題である。 

・多くのマンションは敷地が建物で囲い込まれており、セキュリティの面から居住者以外は入れず、

道路側から敷地内の緑がほとんど見えないため、冷たい印象をもたれる。景観面からもまちに温か

みを与える工夫が必要である。 

●大規模な建物の景観 

・整備された地区では、緑は多いが樹種に幅がないなどの特徴がある。これから整備が予定されてい

る地区は新しい景観をつくっていくことができる。それぞれの地区でできることを考えていく必要

がある。 
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【取り組みの基本的方向】 
 

落ちつきがある住宅地と、にぎわいがある海辺の街の景観の創生      
 

・くつろげる住宅地が基本であるが、地元（市内）の人が気軽に出てきて集まれる場所としてふさわ

しい景観をつくる。 

・海辺の街として雰囲気をかもし出す樹木や花、建築物や広告、モニュメントなど、景観施策を先導

するシンボルとしての景観形成をはかる。 

 
【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・ルールをつくって守り、ふれあいをつくるよう取り組む。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・現在の良い景観が悪化しないように市民が積極的に関与

する。 

行政の役割 

・団地･戸建ての街並みやシンボルロード沿いなど、まちに温かみを

与える景観を維持･誘導するルールをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・整備された地区では、今ある建物などの要素を生かしな

がら、シンボルロードを中心として人や車、建物が映え

る屋根･壁面色や舗装、ネオンサイン、日よけテント、ス

トリートファニチュアなどの景観要素の改善について、

緩やかなルール化を検討する。 

・これから整備が予定されている地区では、街並みを楽し

くする、アクセントになる景観を検討する。 

・海辺の街にあった道路や公園等公共施設の景観をつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・街区に調和したカラーを使用し、リゾートビーチをイメ

ージした樹木と花の手入れを行う。 

・これからの開発計画の作成･見直しの際に、景観について市民が参

画する検討の場としくみをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・これから整備が予定されている地区の開発計画の見直し

を市民が参画して検討する委員会を設置する。 

・未利用地を売却する場合は、周辺に配慮した全体デザイ

ンを作成し、それに従った形の開発を条件とする。 

・にぎわいの場としての景観づくりを進めるしくみをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・海に出会える街にふさわしい干潟観察舎を設置する。 

・違法駐車の摘発や、駐車場･トイレを整備する。 

・ホテル、大学、結婚式場などの景観形成に事業者の参画

を協力要請する。 

・民間開発対策チームの創設とその対応のため、開発内容

の景観について評価と指導するしくみをつくる。 
注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 



暮-41 

4)工業ゾーンの景観づくり 
 

【目標、将来像】 
電車など外からみてデザインのある景観をつくる。 

 

【現況と課題】 
 

●景観の取り組みが足りない 

・他のゾーンは歴史やみどりがあるが、このゾーンにはほとんどない。 

・京葉線からの風景は、殺風景な屋根や壁面が見えるだけで美しくない。 

・緑が手入れされずに生い茂っていて、歩きたくない雰囲気がある。 

・緑地帯は、鉄鋼ゾーン境の住宅街区側にはあるが、鉄鋼ゾーン側にはほとんどない。 

・事業者の協力が得られれば、速やかに浦安の新しい景観をつくることができる可能性のあるまちで

ある。 

・居住者がいないゾーンだが、鉄鋼団地の協同組合のような組織があり、景観や街についての意識が

高まってきている。 

注：工業ゾーンについては、「鉄鋼・流通ゾーン」とすることがまちのイメージから望ましい。 

 

【取り組みの基本的方向】 
 

市民が誇り、愛着が持てる、即効性のある景観づくり           
 

・浦安の新しい景観をつくることができる貴重なゾーンとして、工場を隠すのではなく、外部から見て

も美しい景観にしていく。 

・京葉線から見える部分やドック、ヨットハーバーなど、取り組みの優先度や即効性を考慮しながら景

観をつくっていく。 
 

【具体的取り組みの提案】 

市民・事業者・行政

の協働の役割 

・工業ゾーンへの関心を高める取り組みに参加するなど、景観を評価

し、新しくつくる景観の方向を共有するように努める。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・工業ゾーンも浦安の町のひとつであり、電車の車窓から

の風景などを評価し、景観上どのようになればよいかと

考える意識をもつ。 

・イベントなどの交流の場に参加する。 

行政の役割 

・企業と市民を交えたガイドライン作成などを検討する場としくみを

つくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・事業者（倉庫保有会社）、行政、市民、外部専門家(都市

計画や工業建築）からなる工業ゾーン景観委員会を設置

し、広告や看板、緑地等のガイドラインやルールをつくる。 

・市条例で誘導している緑化率を上げて更なる緑化をはかる。 

・海から緑が見える景観を整備する。 

・工業ゾーンへの関心を高める取り組みを行う。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・近隣住民との交流をはかるため毎年夏にイベント（協働

の取組みとして｢「好景観建築敷地コンテスト」など）を

実施、又は実施する企業への支援を行う。 

・緑があふれ、デザインがある工業ゾーンをつくるための

企業市民への意識付けとして、工業団地の紹介や見学を

実施し、また学校教育での取り組みを行う。 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 
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5)アーバンリゾートゾーンの景観づくり 
 

【目標、将来像】 
市民も遊びに来た人も、歩きたくなる景観をつくる。 

 

【現況と課題】 
 

●景観の資源はあるが、活かされていない 

・椰子の並木があるなどの魅力があるが、海に沿っては歩けない。 

・ホテルごとに統一感のないバラバラな景観になっている。 

・ＪＲ及び東京湾岸道路の高架下やその一帯は、東京側から浦安に入ってくる“玄関口”だが、駐車･

駐輪場が広がり、景観面から魅力あるものになっていない。 

・今後予定されている舞浜駅北側整備時も景観に十分配慮が必要である。 

・居住者がいないゾーンである。 

 

【取り組みの基本的方向】 
 

泊まった人も、市民も歩いてみたいと思える街並みを形成していく      
 

・ＴＤＲ外周道路の海に面する部分の開放･整備など、来街者だけでなく市民も共有できるリゾート的

な景観を創出していく。 

 

【具体的取り組みの提案】 

行政の役割 

・景観を身近に楽しむための整備を進める。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・ＴＤＲ外周道路で、散歩･サイクリングロードを整備する。 

・景観保持のため、ホテル宿泊者からの寄附を基に、市民

も関わって樹木･花の植え付け活動を行う。 

・リゾート的な景観づくりを進めるしくみをつくる。 

ｱｲﾃﾞｨｱ：・事業所との意見交換を行う。 

・ＴＤＲ外周道路の整備のマスタースケジュールや方向性

を提示する。 

・ＴＤＲ外周道路の認知度向上をはかるためのウォーキン

グイベントなど、市民･事業者･行政の協働の取り組みの

助成等支援を行う。 

・ゴミの除去などの美化活動を推進する。 

 

 

 

 

 
 

注1：市民や行政等の役割を敢えて分けたが、全ての取り組みは各主体が協働で行うことを前提として考えている。 
注2：「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、「・」の提案をイメージするための例示である。これら以外にも多くのｱｲﾃﾞｨｱがあり、44～45ページに整理している。 



暮-1 

■各ゾーンでの協働で取り組む場（景観委員会）での検討内容等のイメージ 
元町ゾーン 

市全体又は各ゾーン

共通 
土地改良事業 

未実施区域 

土地改良事業 

実施区域 

中町ゾーン 新町ゾーン 工業ゾーン 
アーバンリゾート 

ゾーン 

●検討内容 

・（市全体の景観委員

会）都市景観面のマ

ネジメントのしく

み。 

・（各ゾーンやより小

さな地区の単位の

景観委員会）都市景

観面のマネジメン

トを動かしていく

しくみ。 

・景観の整備計画や評

価、施策の展開（優

先的整備地区（例：

新町、幹線道路）等 

・ガイドライン（例：

色、広告･看板、“裏

側”を作らない建築

計画）、景観法の活

用、屋外広告物規制

条例や景観の条例、

支援制度など。 

●しくみ 

・市民、行政(市、県)、

事業者の代表（商工

会議所、まちの企業

など）、外部専門家

が参加。 

●検討内容 

・商業建築物及び住宅

の外観のあり方、住

宅街区の伝統性や

下町風情の今後の

あり方。 

・再開発の検討。 

●検討内容 

・浦安駅周辺の景観形

成。 

・柳通り沿道の建物と

道幅が調和したス

カイラインのあり

方。 

●検討内容 

・新浦安駅周辺の景観

形成。 

・中高層住宅の景観ル

ール。（高さ、緑化

率） 

●しくみ 

・共通欄のしくみ参加

者に管理組合を追

加。 

●検討内容 

・市が関与する開発計

画の作成･見直し。

（全体デザイン等） 

・中高層住宅の景観ル

ール。（高さ） 

・海からの景観とし

て、調和したスカイ

ラインのあり方。 

・シンボルロード沿い

の店舗の看板及び

日よけテントのデ

ザインのあり方。 

●しくみ 

・ホテル、大学、結婚

式場などに、景観形

成に事業者の参画

を協力要請する。 

・民間開発対策チーム

の創設とその対応

のため、開発内容の

景観について評価

と指導するしくみ

をつくる。 

●検討内容 

・広告や看板、緑地、

屋根・外壁など清

掃、カラーコンデシ

ョニング。 

●しくみ 

・事業者（倉庫保有会

社）、行政、市民、

外部専門家（都市計

画や工業建築）から

なる工業ゾーン景

観委員会を設置し、

広告や看板、緑地等

のガイドラインや

ルールをつくる。 

●検討内容 

・ホテルと道路など

の有機的な構成、

ＴＤＲ外周道路の

整備のあり方、舞

浜インターチェン

ジの美観。 

●しくみ 

・共通欄のしくみ参加

者に事業者を追加。 
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注：これらの検討内容等は、「（1）浦安の景観づくり」の「①各ゾーン及びゾーン内の特長を踏まえた景観づくりの推進」にある【具体的取り組みの提案】の「ｱｲﾃﾞｨｱ」を補足するものである。 
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■具体的な取り組みのｱｲﾃﾞｨｱ一覧 
元町ゾーン 

 市全体又は各ゾーン共通 
土地改良事業未実施区域 土地改良事業実施区域 

中町ゾーン 新町ゾーン 工業ゾーン 
アーバンリゾート 

ゾーン 

水
辺
・
沿
岸
景
観 

（行政） 
・市民が参加する協議会等を立上げ、施策について検
討する。 
・水辺基本計画を策定し、目標を明確にする。 
・三番瀬活用のルールをつくる 
・海と川の緑道整備等の水辺空間の創出（例：ウオー
キングロード、旧江戸川から三番瀬まで水際を連続し
て通り抜けられる空間） 
・護岸の景観のあり方を市民とともに検討する。 
・水辺の清掃、緑化、適切な照明の整備。 
・マリーンリゾートタウンとしての開発を誘導する。 
・水車などで河川の水流の向上をはかる。 
・防潮堤海側の拒絶感の緩和する消波堤防を整備する。 

（市民） 
・廃船及び私物を撤去、
整理する。 
（行政） 
・船舶の係留環境の整備
と、業務用船舶の係留シ
ステムの整備・標準化を
進める。 
・西水門周辺の洗浄・塗
装 

（行政） 
・水辺の遊歩道と照明
を整備する。 
・市川市行徳との市境
の景観面の改善をはか
る。 

（行政） 
・水辺の遊歩道の
充実と照明の整
備を行う。 

（行政） 
・水辺の遊歩道の充実と照
明の整備を行う。 
・ヨットハーバーとマリー
ンリゾートのイメージに
合う開発を誘致する。 

（行政） 
・海から緑が見える
景観を整備する。 
・ヨットハーバーや
鉄鋼運河の景観面
から改善する整備
を行う。 

（行政） 
・海が見える海岸通り
に再整備する。 

緑 

（市民） 
・コミュニティオープンガーデンをつくる。 
・カーシェリングを行い、駐車場を増やさず、代わり
に緑地を増やすように努める。 
・並木の根本に共存する花の潅木を植える。 
（行政） 
・地区ごとに適した花や樹木の研究と、その植樹を進
める。オープンガーデンのコンテストや表彰を行う。 

（市民） 
・ブロック塀でなく、生
垣や植物をはわす金網
等、安全で小さなｽﾍﾟｰｽ
を活かした緑化を行う。 
・社寺、墓地の植樹を行う。 
（行政） 
・街路樹などの緑を育成
してよい景観をつくる。 

（市民） 
・ブロック塀でなく、
生垣や植物をはわす金
網など、安全で小さな
スペースを活かした緑
化を行う。 
・自治会や管理組合、
学校などで花木を増や
す。 

（市民） 
・道路に面した部
分はブロック塀
でなく、生垣や植
物をはわす金網
などとし、花の手
入れをするボラ
ンティア活動の
しくみをつくる。 

（行政） 
・花木豊かな開発を誘導す
る。 

（行政） 
・市条例で誘導して
いる緑化率を上げて
更なる緑化をはか
る。 
・海から緑が見える
景観を整備する。 
・並木を整備する。 
・住宅街との境界に
緑地帯を整備する。 

（行政） 
・景観保持のため、ホ
テル宿泊者からの寄
附を基に、市民も関わ
って樹木･花の植え付
け活動を行う。 
・舞浜ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞの緑
の充実をはかる。 

道
路
及
び
沿
道 

（市民） 
・愛着の持てる道路景観づくりに参画する。 
（行政） 
・電線、電柱の地中化。街路樹など緑の育成。 
・街路灯などストリートファニチュアの整備。 
・国が管理する高速高架下の景観、有効利用について
調整をはかる。 
・道路上の看板や自転車等の設置･駐輪のルールを強化
し、徹底する。 
・里親制度や道路名をつけるなど、親しみと景観への
関心を高める。 
・地元町会等の組織だけでなく、道路に面している事
業所や商店が参加して道路沿道の景観を検討する協議
会の立上げを支援する。 

（市民） 
・商店街のすずらん灯を
整備する。 
（行政） 
・土地の買い上げによる
道路拡幅を進める際に、
景観に配慮した整備を行
う。 
・フラワー通りと境川を
一体化した地域を保存地
域として設定し、フラワ
ー通りと境川両河岸の周
回遊歩道を整備する。 

― （行政） 
・並木は樹種等を
統一し、補植など
の手入れを行う。 

― （市民） 
・道路の清掃及び美
化活動を行う。 

(行政) 
・ＴＤＲ外周道路で、
散歩･ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞを
整備する。 
・TDR外周道路の整備
のﾏｽﾀｰｽｹｼﾞｭｰﾙや方向
性の提示する。 
・TDR外周道路の認知
度向上をはかるため
のｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄなど、
市民･事業者･行政の
協働の取り組みの助
成等支援を行う。 

建
築
物 

（市民・事業者） 
・リゾートビーチをイメージした建物外観のカラーコ
ーディネイトや樹木の手入れを行う。 
・緑と花のふれあいのスペースづくり、緑の質の向上 
・ゴミゼロ運動や、違法駐車･駐輪をしない･させない
運動などの住民参加の活動を行う。また活動を支援す
るしくみ（例:参加者のポイントを組合が管理する）を
つくる。 
（行政） 
・景観規制について管理組合と意見交換を行う。 
・美観維持についての集合住宅の管理組合の規約作成
を支援する。 
・高さや緑化率等のルールを検討する。 
・海に面したマンションは高さを低く抑える。 

（市民） 
・歴史や景観を学び、ビ
ジョンに基づいた整備計
画に参画する。 
・店に、人が散歩の時に
集まれるようなスペース
をつくる。 
（行政） 
・整備計画を策定･推進す
る一方で評価を行い、よ
りよい整備を進めてい
く。 
・商業建築物及び住宅の
外観、住宅街区の伝統性
や下町風情の今後のあり
方のルール化による規
制･誘導を行う。 

（行政） 
・景観形成拠点に位置
づけて、駅周辺の整備
に取り組む。やなぎ通
り沿いの再整備にあた
っては、道路と建物の
バランスを考慮したル
ールを定めて誘導す
る。 

（市民） 
・戸建住宅地の価
値を確認し、美観
を評価する。 
（行政） 
・地区計画を地区
単位の景観委員
会で検討してい
く。 
・増改築に伴う違
法建築チェック。 

（行政） 
・整備された地区では、今
ある建物などの要素を生
かしながら、ｼﾝﾎﾞﾙﾛｰﾄﾞを
中心として人や車、建物が
映える屋根･壁面色や舗
装、サイン、日よけﾃﾝﾄ、
ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｭｱなどの景観要
素の改善についての緩や
かなルール化を検討する。 
・これから整備が予定され
ている地区では、街並みを
楽しくする、アクセントに
なる景観を検討する。 
・海からの景観として、調
和したｽｶｲﾗｲﾝのﾙｰﾙ化によ
る規制･誘導を行う。 

（行政） 
・工場建物や敷地の
景観ガイドライン
等のルール化によ
る規制･誘導を行
う。 
・シンボルタワーを
設置する。 

― 
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 注：これらの「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、【具体的取り組みの提案】で挙げた「ｱｲﾃﾞｨｱ」以外のものを合わせて、「（1）浦安の景観づくり」の【取り組みの基本的方向】②～⑦に概ね対応する形で整理したものである。 
 



暮-3 

 
元町ゾーン  

市全体又は各ゾーン共通 
土地改良事業未実施区域 土地改良事業実施区域 

中町ゾーン 新町ゾーン 工業ゾーン 
アーバンリゾート 

ゾーン 

公
共
施
設 

（市民） 
・地域に合ったイメージ案を提案（懸賞金付）するな
ど、公共建物デザインづくりに参画する。 
（行政） 
・ガイドライン（建物高さ、安全性、縁化率、防犯･
防災）や市内の公共建物の共通イメージをつくる。 
・場所に調和するコンセプトを持って植栽をつくる 
・景観の視点からの公共建物の評価と維持･改善を行う 
・街路樹などの緑を育成する 
・公共建物の改築･メンテナンス等にあたり、色や形状
等の景観に関わる変更がなされる場合は、市民に充分
な説明を行う。また市民と共に公共建物の評価と維持
を行う。 
・シンボル性を持つ、地域と調和したデザインに努め
る。 

（行政） 
・市有地（市公社所有地）
を活用した整備を進め
る。 
・歩道橋の改善。 

― （行政） 
・京葉線、高速道
路高架下の活用
と美観の改善。 
・猫実歩道橋の再
検討。 

（行政） 
・街区に調和したカラーを
使用し、リゾートビーチを
イメージした樹木と花の
手入れを行う。 
・境川最下流部に現在整備
中の橋（パークウェイの新
橋）のデザインを重視した
整備を行う。 
・海に出会える街にふさわ
しい干潟観察舎を設置す
る。 
・違法駐車の摘発や、駐車
場･トイレを整備する。 

― （行政） 
・護岸に絵を描いた
り、ゴミの除去など
の美化活動を推進
する。 

整
備
計
画･

事
業 

（行政） 
・景観計画や景観地区等によるルール化により、建築
物の配置、外観に対し規制・誘導を行う。 

― （行政） 
・市民参画による景観
面からの整備計画の作
成、実施、評価 
・浦安駅前の区画整理
事業区域の再整備にあ
たっての地権者の協力
が得られる取り組み 

― （行政） 
・これから整備が予定され
ている地区の開発計画の
見直しを市民が参画して
検討する委員会を設置す
る。 
・未利用地を売却する場合
は、周辺に配慮した全体デ
ザインを作成し、それに従
った開発を条件とする。 

― ― 

美
化
、
市
民
意
識 

（市民） 
・自治会、事業所、商店、市民による清掃活動や花の
手入れ、景観面で街を汚しているものの点検実施 
・広告、看板等についてのルール（色、サイズなど）
の検討と、その遵守。 
・水辺やまちの景観の価値を学び、住み続けたい景観
のあり方を考える。 
・景観教育による美化意識の向上（例：ベスト･ワース
ト10の場所を挙げる）と条例等のルールづくりの検討
に参画する。 
（行政） 
・市民と行政の美化に取り組む会議や組織を立ち上げ、
定期的な街の汚い箇所のチェックと改善、評価に基づ
く美化活動を支援する。 
・地域で作る（景観委員会の一部である）地域景観推
進グループのまちの景観面の向上について活動を支援
する。 
・市有地の未利用地の美化に取り組む 
・屋外広告物規制条例の制定による看板やのぼり旗、
自販機の指導等を行う。 
・市民参画による景観教育のあり方、推進方策の検討 
・清掃前後の写真での広報による啓蒙活動、表彰制度 

（行政） 
・河川の商業施設の広告
の規制を行う。 

（市民） 
・住民による駅前美化
運動（駐輪、タバコ、
空き缶） 
（行政） 
・浦安駅周辺の商業施
設の広告の規制を行
う。 

（市民） 
・公園や道路の清
掃に地域が参画
する。（アパート
管理者も含む） 
・駅周辺の美化管
理活動を行う。 
（行政） 
・新浦安駅周辺及
び京葉線沿いの
看板や建築物正
面の掲示物の規
制を行う。 

（市民） 
・現在の良い環境が悪化し
ないように市民が積極的
に関与する。 

（市民・事業者） 
・工業ｿﾞｰﾝも浦安の町
のひとつであり、電車
の車窓からの風景等
を評価し、景観上どの
ようになればよいか
を考える意識をもつ。 
・近隣住民との交流を
はかる毎年夏にイベ
ントを実施･参加す
る。 
（行政） 
・近隣住民との交流を
はかる毎年夏にｲﾍﾞﾝﾄ
（協働の取組みを受
けた「好景観建築敷地
ｺﾝﾃｽﾄ」等）を実施、
又は実施事業者への
支援を行う。 
・緑があふれ、デザイ
ンがある工業ゾーン
をつくるための事業
者・市民への意識付け
として、工業団地の紹
介や見学を実施し、ま
た学校教育での取り
組みを行う。 

― 

暮
-
4
5 

 
注：これらの「ｱｲﾃﾞｨｱ」は、【具体的取り組みの提案】で挙げた「ｱｲﾃﾞｨｱ」以外のものを合わせて、「（1）浦安の景観づくり」の【取り組みの基本的方向】②～⑦に概ね対応する形で整理したものである。 
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４．環境マネジメントのしくみづくり 
 

【目標、将来像】 
市民、事業者、行政の協働による、浦安独自の環境マネジメントの

しくみをつくる。 

 

【現況と課題について】 
 

●環境マネジメントシステム（以下、EMS）の対象が狭い 

・浦安市はISO14001を取得して環境マネジメントシステムを構築・運用しているが、現在の主な対象

は市関連施設内の紙やゴミを減らすなど狭い領域にとどまっている。 

●環境に関わるマネジメントシステムが混在し、関係性の明確化が必要 

・環境基本計画、認証型環境マネジメントシステム（ISO14001等）、環境アクションプランの関係を

整理し、市民にとってわかりやすい環境マネジメントシステムとすべき。 

●EMSに市民・事業者など多くの人が参加できるしくみが必要 

・浦安市の環境への取組みに対して、市民の参画は限定的なものに留まっている。 

 

【取り組みの基本的方向】 

 
①浦安独自の環境マネジメントのしくみをつくる                   

 

・浦安市では、環境行政については環境基本計画、市関連施設の環境活動についてはISO14001により

環境マネジメントを進めているが、それらを統合するとともに、市民、事業者、行政が参加しやす

いシンプルな浦安独自の環境マネジメントのしくみをつくる（以下、浦安EMS）。 

※ ISO14001を拡大する方式もあるが、ISO14001の取得自体は目的ではなく手段であり、要求 

  事項も複雑で市民を巻き込むためには適切ではないため、ISO14001のエッセンス（PDCA）を 

  取り込んだシンプルな浦安EMSを構築する。 

・その際、幅広い環境問題に対応するため、環境に影響を及ぼす市の施策全体に広げる。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・浦安EMSにおけるルール作りに協力する。 

・浦安EMSに対するパブリックコメントに対応する。 

・浦安EMSにおける市民参加の方式検討に協力する。 

事業者の役割 
・浦安EMSにおける事業者参加方式に対するパブリックコメントに対

応する。 

行政の役割 

・浦安EMSのあり方を検討し、その構築に対し市民（必要に応じて事

業者）に参画を呼びかける。 

・構築状況を、ホームページ等で広く市民・事業者に公開し、パブリ

ックコメントを集める。 

・浦安EMSにおける事業者向け、市民向けルールを整理し、教育・普

及の準備を行う。 

・浦安EMSの対象を環境に影響を及ぼす施策全般（水、緑の施策、道

路等の公共施設の整備、環境学習など）に広げる。 
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②環境マネジメントシステムの市民・事業者への普及                     

 

・市民や事業者の環境に対する意識を啓発するため、浦安EMSの普及や支援体制を充実する。 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・浦安EMSへの参画 

・環境配慮指針を活用した取組みを進める。 

事業者の役割 
・（必要に応じて）浦安EMSへの参画 

・EMS（ISO14001、エコアクション21、環境配慮指針等）の構築 

行政の役割 

・浦安EMSの市民参加に関するセミナー開催、情報提供、表彰制度 

・浦安EMSアドバイザー（個人、市民団体、支援事業者）の登録 

・事業者に対しては、EMS（ISO14001、エコアクション21、事業者向

け環境配慮指針等）の実施促進 

・市民向け環境配慮指針の実行促進 

・公共調達（入札等）時に事業者のEMS運営状況を考慮する。 

・行政的なインセンティブの設定（補助金、規制緩和） 

 

③PDCA各フェーズへの市民・事業者参加の推進                         
 
・浦安 EMSの PDCAの各フェーズに対して市民・事業者が参加できるしくみづくりを進めるととも
に、PDCAの状況を広く公開する。 
 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 ・浦安EMSのPDCAの各フェーズに参加をする。 

行政の役割 
・浦安EMSの結果をホームページ等で広く市民に公開する。 

・浦安EMSに参加する市民の人材育成 

 

 

＜環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）とは＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ISO14001とは、国際標準化機構が定める環境マネジメントシステムの認証型国際規格である。 

※エコアクション２１とは、環境省が定めた環境経営システムで、特に中小企業への適用を配慮した認証型国

内規格である。 

※ＫＥＳとは、ＮＰＯ・ＫＥＳ環境機構が定めた環境マネジメントシステムで、認証型国内規格である。 

※エコステージとは有限責任中間法人エコステージ協会が定めた環境経営システムで、認証型国内規格で

ある。 

・ＥＭＳとは、事業者等が環境に関す

る方針を自ら設定し、達成に向けて

取りくんでいくための体制や手続き

で、ＰＤＣＡにより、環境負荷の継

続的改善をはかる。 

 

・Plan＝計画、Do＝実施、Check＝点

検、Action＝見直しのサイクルで進

める。 

 

・種類としては「ISO14001」「エコア

クション21（EA21）」「KES」「エコス

テージ」「浦安市環境配慮指針」等

がある。 
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５．環境学習・環境教育 
 

【目標、将来像】 
互いに学びあい、環境創造・環境改善につながる環境学習・環境教

育を進める。 

 

【現況と課題について】 
 

・私たちが快適な暮らし（効率性、利便性）を追求した結果として、温室効果ガスや廃棄物の排出量

の増加、身近な生き物の減少といった環境問題に直面している。こうした問題を解決するために、

私たち自身が、日々の暮らしに深く関わり、家庭で、地域で、職場で問題解決に進んで取り組むこ

とが大切になっている。 

・自ら進んで環境問題の解決に取り組む人材を育てていくことが大切であるが、そのための市民・事

業者・行政職員に対する環境学習・環境教育の場と機会が少ない状況である。 

・人間も大きな生命の一部であると感じる感性をもち、美しさに敏感な人材を育てなければ、景観づ

くりや環境改善も進まない。また、子どもの頃から美しさついて考える習慣をつけ、美しいもの、

未知なもの、神秘なものに目を見張る感性（＝センス・オブ・ワンダー）を育む環境教育を進める

ことが必要である。 

 

【取り組みの基本的方向】 
 

①学校における総合的な環境教育の推進                       

 

・小中高等学校において、各教科間の関連に配慮しながら、児童・生徒の発達段階に応じた環境学習・

環境教育を進めるため、環境学習・環境教育に関する基本方針や計画等を作成し、総合的な取り組

みを進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・ボランティア・市民活動団体が身近な環境を活用した環境学習を児

童・生徒に実施する際に体験活動を通して、子ども達と学びあう。 

事業者の役割 ・環境保全の情報や教材の提供 

学校・行政の役割 

・環境学習・環境教育の基本方針づくり（総合学習における環境教育

の計画づくりを含む。） 

・自然体験活動推進の場づくり・機会づくり 

・環境教育・環境学習の内容を検討する（以下、環境教育・環境学習

の内容について） 
－太陽光発電など新エネルギーを学校に活用した体験型環境学習の実施

と事例報告 

－身の回りの生活環境（河川浄化等）に関する内容 
－地球環境問題に関係する内容 

－典型7公害に関係する内容 

－水辺環境、緑化、都市景観などの街づくりに関係する内容 

－自然環境の保全など市民の暮らしを豊かで快適にする身近な暮らし・環

境に関係する内容 
－知識だけではなく、美しいもの、未知なもの、神秘なものに目を見張る

感性（＝センス・オブ・ワンダー）を育む内容 

－食育に関する内容 
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②地域における環境学習の推進                           

 

・身近な施設や、水や緑の資源（三番瀬、境川、ビオトープ等）を活用して、具体的な環境創造、環

境改善の取り組みにつながる環境学習を進める。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・地域に住んでいる人や高齢者が持っている昔ながらの環境との共生

のための知恵をいかす。 

・市民(活動団体や自治会などを含む)による環境変化の観察 

事業者の役割 ・環境保全に関わる情報を発信し、市民等と交流し合う。 

行政の役割 

・環境学習・環境教育の基本方針づくり（総合学習における環境教育

の計画づくりを含む。） 

・公民館、図書館、郷土資料館、青少年教育施設等を活用した、環境

学習、体験学習や実践活動の場の整備 

・市内の「水と緑」を活用した環境学習、体験学習の拠点施設、場の

整備 

協働での取り組み 
・地域の環境学習を実施していくため、市民（市民団体や自治会など

を含む）・事業者・行政が共に協力して、環境学習計画を策定する。

（環境学習のネットワークづくりとも関連する。） 

 
 

③環境学習のネットワークづくり                          

 

・環境学習・環境教育を進めるために、人材・教材（プログラム）・施設等の情報を収集し、提供す

る。 

 

【具体的取り組みの提案】 

市民の役割 
・環境サポーターになって市民に情報をわかりやすく伝える。 

・小中高等学校の総合学習への協力や「（仮称）浦安市民大学」への

参加 

事業者の役割 ・環境保全に関わる情報を発信し、市民等と交流し合う 

行政の役割 

・環境学習・環境教育の基本方針づくり（総合学習における環境教育

の計画づくりを含む。） 

・市の情報の発信を工夫する。（市民にとってわかりやすい計画書づ

くり、環境に関する情報誌の発行など） 

・環境に関する研修、研究成果の発表会の実施 

・市民が参加する環境改善週間等のＰＲ 

・国や県と連携して施策を実施する。 

協働での取り組み 

・市民・事業者・行政が環境学習情報を共有するシステムの構築 

・市、教育機関、事業者、市民団体、自治会などが協働で取り組む「（仮

称）環境学習支援センター」の設置に向けた検討 

・市内の大学と連携した「（仮称）浦安市民大学」の運営 

・「自然環境学習指導員」の育成 

 


